
受付番号　　№ 　　　　　　　　　　　 （事務局使用欄）
2025年度　APECエンジニア（建築構造技術者） 審査申請書（新規審査用）
様式　１　APEC
一般事項等
APECエンジニア・モニタリング委員会　　　会　長殿
建築エンジニア資格委員会　　　　　　　　　　　　委員長殿
公益財団法人　建築技術教育普及センター　　理事長殿
私は、APECエンジニアStructural（構造）分野の登録をしたいので、審査の申請をします。

　　　　　　年　　　 　月　　　　日
申請者氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2025年　　　　　月撮影
申請書等に使用する文字は、「ＪＩＳ第１水準・第２水準」として下さい。
	フリガナ：
	
	
	生年月日(西暦)：
	年齢（申請時点）

	氏　　名：
	
	
	（西暦）　　　　　年　　　　月　　　　日
	歳

	Name
	
	
	
	

	一級建築士
	登録番号：
	JSCA建築構造士
	登録番号：

	
	登 録 年:    　　　　　　　　年
	
	

	構造設計
一級建築士
	交付番号：
	建築士会連合会（JFABEA）
専攻建築士（構造設計）
	登録番号：

	 eq \o\ad(現住所,　　　　)：
（自宅）
	〒
	

	
	

	
	電話：
	E-mail：

	 eq \o\ad(勤務先,　　　　)：
	

	所属部署：
	
	役　　職： 

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)：
	〒
	

	
	

	
	電話：
	E-mail：

	※書類不備等があった場合の連絡は、原則として、自宅（メールアドレス）に連絡をいたします。
なお、勤務先に連絡を希望する方は、右記に✓をつけて下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　勤務先に連絡を希望します


	学歴（最終学歴欄について該当する番号に○等をつけ、下記の欄に高等学校等以降で工学教育を受けたものを記入して下さい。なお、工学教育を受けていない方は最終学歴をご記入下さい。）

	最終学歴：
	1．大学卒以上　　2．高専・短大卒　　3．工業高校　　4．その他

	卒業（修了）年月
	学　校　名
	学部・学科・専攻等
	取得学位

	西暦
	年
	月
	
	
	

	西暦
	年
	月
	
	
	

	西暦
	年
	月
	
	
	

	西暦
	年
	月
	
	
	

	西暦
	年
	月
	
	
	

	

	職務経歴（現在にいたるまでの勤務先について記入して下さい。期間は「西暦」でご記入下さい。）

	期　　間：
	年　　　月～　　　　　　年　　　月
	勤務先名称：
（部課名まで）
	

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)：
	〒
	

	
	

	
	電話：

	主な
業務内容：
	

	
	（1）構造設計、（2）工事監理（構造）、（3）建築確認審査（構造）、（4）構造計算書審査、
（5）（1）～（4）以外の構造設計（　　　　　　　　　　 ）、（6）その他（ 　　　　　　　　　　）。

	期　　間：
	年　　　月～　　　　　　年　　　月
	勤務先名称：
（部課名まで）
	

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)：
	〒
	

	
	


	
	電話：

	主な
業務内容：
	

	
	（1）構造設計、（2）工事監理（構造）、（3）建築確認審査（構造）、（4）構造計算書審査、
（5）（1）～（4）以外の構造設計（　　　　　　　　　　 ）、（6）その他（ 　　　　　　　　　　）。

	期　　間：
	年　　　月　～　　　　年　　　月
	勤務先名称：
（部課名まで）
	

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)：
	〒
	

	
	

	
	電話：

	主な
業務内容：
	

	
	（1）構造設計、（2）工事監理（構造）、（3）建築確認審査（構造）、（4）構造計算書審査、
（5）（1）～（4）以外の構造設計（　　　　　　　　　　 ）、（6）その他（ 　　　　　　　　　　）。

	期　　間：
	年　　　月　～　　　　年　　　月
	勤務先名称：
（部課名まで）
	

	 eq \o\ad(所在地,　　　　)：
	〒
	

	
	

	
	電話：

	主な
業務内容：
	

	
	（1）構造設計、（2）工事監理（構造）、（3）建築確認審査（構造）、（4）構造計算書審査、
（5）（1）～（4）以外の構造設計（　　　　　　　　　　 ）、（6）その他（ 　　　　　　　　　　）。


様式　２　APEC
７年（８４ヶ月）間以上の実務経験
（このうち重要な２年間のエンジニアリング業務に相当するものについてはナンバーを○等で囲んで下さい。）
注意１：担当した期間の合計が８４ヶ月以上となるように、新しいプロジェクトから順に記入して下さい。
注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。
重複する月数を除き、合計月数が８４ヶ月を超えるよう記入して下さい。
	
	
	事務局
記入欄

	No.
	プロジェクトの名称： 
	

	
	構造エンジニアとして担当した期間：
	年
	月
	～
	年
	月
	

	
	規模
等
	構造種別：　　RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（左記余白に具体的に記入）
	

	
	
	延べ面積(㎡)： 
	階数：　
（地上●階地下●階建て）
	

	
	プロジェクトの特徴： 
	

	
	担当業務：　１．基本設計 　２．実施設計　　３．監理（ポイント監理含む） 
４．その他（右記余白に具体的に記入のこと）
	

	
	申請者の果たした役割（30文字以上60文字以内）： 
	

	
	勤務先： 
	電話：
	

	
	所属部署： 
	役職： 
	

	
	
	事務局
記入欄

	No. 
	プロジェクトの名称： 
	

	
	構造エンジニアとして担当した期間：
	年
	月
	～
	年
	月
	

	
	規模
等
	構造種別：　　RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（具体的に記入）
	

	
	
	延べ面積(㎡)： 
	階数：　
（地上●階地下●階建て）
	

	
	プロジェクトの特徴： 
	

	
	担当業務：　１．基本設計 　２．実施設計　　３．監理（ポイント監理含む） 
４．その他（右記余白に具体的に記入のこと）　
	

	
	申請者の果たした役割（30文字以上60文字以内）：

	

	
	勤務先： 
	電話：
	

	
	所属部署： 
	役職：
	

	
	
	事務局
記入欄

	No. 
	プロジェクトの名称： 
	

	
	構造エンジニアとして担当した期間：
	　年
	月
	～
	年
	月
	

	
	構造種別：　　RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（具体的に記入のこと）
	

	
	規模
等
	延べ面積(㎡)： 
	階数：
（地上●階地下●階建て）
	

	
	プロジェクトの特徴： 
	

	
	担当業務：　１．基本設計 　２．実施設計　　３．監理（ポイント監理含む） 
４．その他（右記余白に具体的に記入のこと）
	

	
	申請者の果たした役割（30文字以上60文字以内）：

	

	
	勤務先： 
	電話：
	

	
	所属部署： 
	役職： 
	

	（１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。）
	
	


様式　３　APEC
２年（２４ヶ月）間以上の重要なエンジニアリング業務の責任ある立場での経験
注意１：担当期間の合計が２４ヶ月以上となるように記入して下さい。
注意２：担当期間が複数のプロジェクトで重複する場合は、実務経験の期間として月数を重ねてカウントすることはできません。
重複する期間を除き、合計の月数が　２４ヶ月以上　となるようご記入下さい。
	No.
	プロジェクト名称： 
	様式２の№： 
	
	事務局
記入欄

	
	構造エンジニアとして責任ある立場での担当期間：（責任ある立場として経験した期間を記入）
	年
	月
	～
	年
	月
	

	
	規模等
	延べ面積(㎡) 　 
	階数：
（地上●階地下●階建て）
	

	
	
	構造種別：　　RC ・ Ｓ ・ ＳＲＣ ・ その他（具体的に記入のこと）
	

	
	プロジェクトの所在地
	国名： 
	都道府県名： 
	市区町村名： 
	

	
	プロジェクトの特徴（150文字程度）：

	

	
	担当業務：　１．基本設計 　　2．実施設計 　　3．監理（ポイント監理含む） 
４．その他（左の余白に具体的に記入のこと）
	

	
	業務の分類：　（「業務の分類」 に対応した 「申請者の果たした役割」 を下に記入して下さい。）
業務の分類については、下記より該当する番号を選び（重複可）業務分類欄に、○を付けて下さい。
ａ. 比較的小さな規模の業務について、調査・企画、計画、設計、監理又は管理、関連部署との全体調整などの大半を実施した経験。
ｂ. 比較的大きな規模の業務の一部を担当して、業務全体を理解したうえで関連部署との調整やチームの指導などを実施した経験。
ｃ. 複雑な条件下の業務、新しい考え方が求められる業務、あるいは複数の領域にまたがる業務などを実施した経験。
	

	
	責任ある立場で果たした役割（500文字程度）
· ①プロジェクトのマネジメントを適切に行ったこと、②チームの一員又はリーダーとして効率的に役割を果たしたこと、及び③それらの経験を現時点でどう評価するか、が具体的にわかるように記述すること。当該部分には、下線を引き、①、②及び③を付記すること。
	

	
	
	

	
	図面等のコピーの添付：プロジェクトごとに、Ａ４サイズの用紙（２枚以内）に図面等を収め、右下にプロジェクト名称を明記し、この様式の次のページに添付して下さい（図面の縮尺を明記のこと）。
	

	
	第三者による証明：
	証明者氏名（自署）
	
	申請者との関係
	
	

	
	
	勤務先名等
	
	連絡先（電話）
	
	

	
	
	所属部署
	
	役　　　　職
	
	


（１枚で書ききれない場合は、コピーしてお使い下さい。）



写　真　欄





縦4.5㎝×横3.5㎝





無帽・無背景・正面


上半身を写した証明写真





最近６ヶ月以内に


撮影したもの









